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―10 月1 日 ―
10 月1 日午前零時を 期して全国一斉

に人口の社会的実態をつかまえ国政の
資 料に供 する国勢調査が行われる。今

度の調査は1950 年世 界セン サスの

仲間入りを してい る関係上、いろいろ

の点で国際的調査規格に従つて計画さ

れており、 その点で極めて重要な意味
を もつているのである。国民の社会的
行動の指針として 、信頼のでき る使い

ものにな る統計ができるか否かという

こ と は 一 に 区 民 の 協 力 活 動 に 俟 は な け

れ ば な らな い 。 本 調 査 の た め に 御 協 力

下 さ る こ とを 切 に お 願 い 申 し 上 げ ま

す。
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第5 回足立区議会開く
本年第5回足立区議会( 臨時会) は去
る9 月12 日区議事堂に開会 された。
案件は次の通りであつて慎重審議の結

果原案通り可決となつた。
1 、東京都足立区特別区税条 例制定の

件
これは先般新地方税法が施行になつ
た為区税の内容も従来と変つて来た

のでこれに即応する新しい特別区税
条例を定めようとするものであつて
この新条例によると本年から賦課さ

れる区税の種類は特別区民税、自転
車、荷車税、木材引 取 税、接 客 人

税、使用人税、犬税の七 税 目 とな

る。

2 、特別区競馬組合規約制定の件東京

都の23 区は各区の財政を充実する
為去る8 月、当局か ら地方競馬を合

同開催することの許可を得た。 そこ

で近くこの競馬が開催される筈であ

るが その時必要とされる種々の事務
は23 区が一体となつて合同処理す

る方が得策となるのである。然しそ
の為には地方自治法の定める処によ
つて23 区が一つの組合を作 らなけ

ればな らないのであつて、本案 はそ
の組合設立の為 に要する組合規約を
制定しようとするものである。

大 人 の た め の 学 校 誕 生

教 養 と 趣 味 の 向 上 に

苦しい生活環境 の中にも実生活を検討
し勤労とリクレ ーションのバ ランスを

とり豊かな情操を養う ことを目的とし
て足立、江東、墨田、葛飾、江戸川各
区一般成人を対象とする趣味 と教養の

向 上を計る成人学校が東京都教育庁、
足 立区役所共催の下に10 月16 日か

ら12 月末日まで区立第5 中学校で開
設される。区教育課では これに先 立つ

て開設の際の参考に資 するた め各種関
係団体を通じて希望学科目の調査を行
うことになつた。希望科目は洋裁、〓
語、育児、経済、音楽その他全般に亘

つており2科目まで希望することがで

きる。

パン の食堂がで きる

今 般 飲 食 営 業 臨 時 規 整 法 の 一 部 が 改 正

さ れ 新 た に パン 類 外 食 券 食 堂 が 許 可 さ

れ る こと に な つ た 。

パ ン 類 外 食 券 食 堂 の 開 業 を 希 望 さ れ る

方 は 区 役 所 経 済 課 へお 出 で 下 さい 。

パ ン類 外 食 券 食 堂 は 旅 行 外 食 券 又 は 粉

食 券 と 引 換 に パン 及 び そ の 副 食 物 を 供

食 で き る 食 堂 で 喫 茶 店 と の 兼 業 も認 め

ら れ て い ま す。

第3回区民体育大会開催

陸の祭典迫る!
区民の親睦と明朗豁達はスポーツ精神

の昻揚を図ると同時に団体訓練の一助

とし名実ともに区民の体育祭典とする

ことを関催趣旨として第3 回足立区民

体育大会が足立区及び足立体育会主催

の下に10 月8 日を中心として野球、

卓球、庭球 その他各部に亘り秋晴れの

緑町区営グ ランドて熱戦の幕を繰り展
ろげ る。殊に大会中の最大行事である10

月8 日の陸上大会のためには足立
区長を会長とする委員会 も出来、既に
着々準備がすすめられている。

第3 回 区 民 体 育 大 会 日 程
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路 面 補 修 実 施
… …
… … 道路堀鑿が制限 される… …

… …

区内各所の道路について近く路面補修
工事を実施致しますが補修完了後は路

面損傷を防ぐため一切道路堀鑿を許可
致しませんから水道、瓦斯、下 水等の

新設をな す方は次の指定日限までに必
ず完成するよう留意 され又工事 の施行

について も御協力下 さる ことをお願い
致します。
舗装道補修

1 、府県 道第49 号線
保木間町1690 番地先小宮木橋か

ら大曲りを経て4 号国道水神交会点

までの旧国道… … 昭和25 年10 月1
日以降堀 鑿禁止

2 、指定府県道第25 号線
西新井警察署寄り東武軌道踏切附近

から島根新道を経て旧国道を横切り
小右衛門町4号国道を経て小右衛門
町巡査駐在所附近まで… … 昭和25
年10月1日以降堀鑿禁止

3 、府県道第52 号線

西新井橋北詰からバス通りと大師前
通りの交叉点( 府県道第49号線交
会点) まで… … 昭和25年11月1

日以降堀鑿禁止

砂 利 道 補 修

1 、 府 県 道 第133 号 線

北鹿浜町江北小学校鹿浜分校附近か

ら入谷町を経て埼玉県界まで… … 昭

和25年11月1日以降己むを得な

いと認めらるるもの以外堀鑿を許可

し な い 。

給 食 調 理 者 の 細 菌 検 査

完全給食の第2 学期を迎えて、夏期休
暇中の食飼等か ら伝染病菌の潜入が考

え られるので調理従事者全員の検便を

行い消化器系伝染病の予防を期するた
め区では9 月5 日午後2 時 まで に各学

校宛調理従事者の検査報告を出すよう
通知したが今般この細菌検査の成績が
集まり、 その結果は区内の給食調理人

には細菌保持者皆無 である ことが明 ら

かとなり完全給食の万全に一層 の完璧
を期すことになつた。

市 民 生 活 グ ル ー プ

市民生活の情操を涵養せん

親 が そ の 子 え の 理 解 を 深 め る た め に は

ど う す れ は 良 い か 、 家 庭 生 活 と そ の 市

民 生 活 に 及 ぼ す 影 響 、 男 女 の 間 柄 に つ

い て 等 に つ い て9 月22 日 か ら10 月27

日 ま で の 毎 金 曜 日 午 後3 時 半 か ら5

時 半 ま で 本 木 町1 丁 目 の 愛 恵 学 園 で

希 望 者 に 対 し講 演 及 び デ イ ス カ ツ シ ヨ

ン を 行 う 。

聴 講 者 は 夫 婦 揃 つ て で な い と 資 格 が な

い が 、 主 催 の 愛 恵 学 園 後 援 の 区 で は 一

組 で も多 く の グ ル ープ 加 入 を 望 ん で い

る 。 な お 講 師 に は、 この 筋 の 権 威 で あ

る ミ ス ・ ハ イボ ー、 ミ ス タ ウ ン ゼン ド

が 当 る こ と にな つ た 。

足 立 婦 連 会 報 発 行

婦 連 協 で10 月 か ら

都内随一の充実さを 誇る足立区連合婦
人協議会 では婦人会相互の連絡を計つ

て1O 月から足立婦 連 会 報 を毎月15
、000 部宛発行するこ と に な つ

た 。

★★ 梅島図 書館開 館 ★★

堤南堤北に1 づつの図書館建設が立案

されて以来同計画は順調に進行され8

月下旬梅島図書館の落成式 に次いで今

月 下旬千住図書館も落成式を挙行する

ことになつた。 これに先 き立ち梅島図

書館は 新館長として日比谷図書館から

酒井 隆善館長を迎え9 月26 日開館の

運びとなり区民 の文化向上に資 する こ

とになつた。

名 所 古 蹟

安 隠 寺
千住新橋から水神に通じる旧道を行
くと名刹安穏寺( 島根町357番

地) がある。この寺は今から540
年前応永17年に当時の武州足立郡

千葉太郞領内島根に建立されたもの
であり開山を日通上人と称し寺号を

長久山妙覚寺と名付けた。寺領5石
の御朱印及び境内4、490坪は3

代将軍大献院殿家光公から賜わり爾
来代々の将軍の祈願所であつた。安
穏寺の称号の因は宗祖日蓮上人の木

像を安置したところ、此の尊像が閑
夜深更になると夜な夜な読経をする
ので「開運読経の日蓮」と称し毎年
正月3カ日本堂で丑の刻から陀羅尼

品を誦して国家安全を祈つたところ
家光公から寛永年中天下長久国土安

穏寺と称せよとの命により爾来安穏
寺と改称したものである。又開山日
通上人の生立については次のような
興味深い文献がのこされてある則ち

宗祖の日蓮が文永8年( 679年前)
9月12日竜の口の大難を免かれ

翌13日相州依智の鄕本間六郞左衞

門尉重連の館に入つたところ本間の

一族が法華経に深く帰依し中でも次

男の五郞元重は下総国正中山法華経

寺の第3祖日祐上人に謁し宗祖日蓮

上 人 の木 像を 拝 して 頻に 得度 を 乞つ

た の で 日祐は其 の 信心 に感 じて宗 祖

の木像を彫刻し重元に与えた。重元

は大いに喜こんでその子重氏にこの

像を譲ると父に劣らぬ強信の重氏は

我男児を得ば直ちに出家せしめんと

の願いを抱いていた。その中に重氏

の妻が或る夜蓮華の一茎が懐に入る

のを夢みて懐姙し延文元年男子を生

んだ。重武は感斜めならず夢相によ

つて蓮千代麿と名付け7オの時日祐

上人に剃髪を願い日通と号した。安

穏寺は建立以後常に将軍の祈願所と

して又遊猟の時の御膳所として爾来

法統連綿現第48 世日華に及んでい
る。なお御成橋御成門 の旧 蹟は今で
ものこつている。
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出張所めぐり

第11 出 張 所
ここの出張所は女ばかりの感じがする

出張所である。男は所長三浦正男主事

と庶務の鹿倉さんだけ――二人とも髭

を 生 や し て い た が 、 最 近 所 長 だけ が 髭

を お と して し ま つ た 。 こ この 職 員 は非

常 に ユ ー モ ラ スな と こが あ り 、所 長 の

髭 を 剃 つ た 原 因 につ い て 何 か 愉 快 な こ

と が あ る ら し く 、 こ と 髭 の 話 に 及 ぶ と

聞 か ぬ が 花 と 、 一 様 に 所 長 の た めに 弁

解 こ れ つ と め外 来 者 に は 窺 い 知 れ ざ る

何 か の 秘 密 に 対 し て 爆 笑 の 渦 を 巻 き お

こ す 。 所 長 や 鹿 倉 さ ん が 所 用 で 外 出 し

た 時 な ど 全 く 女 ば か り の 出 張 所 とな つ

て し ま う が 、 婦 人 部 長 市 川 文 子 さ ん の

リ ー ド に 従 つ て5 人 の 女 子 職 員が 男 勝

り の 働 き を し て 呉 れ る の で 存 分 に対 外

事 務 の 処 理 が で き る と 所 長 が 自 賛 す る

だけあつて、確かに張切つた仕事振り

である。昭和20年3月東京都告示に

より千住栄町、千住弥生町の一部が梅

島 町 に 編 入 さ れ た が 、 そ の 地 域 の 居 住

者 は 未 だ に新 旧 町 名 番 地 を 混 同 し て 使

用 して い る の で 国 勢 調 査を 控 え て 今 こ

の こ と の 解 決 に 全 力を 挙 で い る とい う

所 長 の 努 力 は 代 々 の所 長 が 徐 々に 解 決
の 端 緒 を 作 つ て き た この 問 題 の整 理を

更に一層早 める ことになるだろ う。
ここの職員全部で今謡を稽古している
そうだが、眉目美わしい女子職員が真赤

な顔をして大きな口をあいている稽
古風景がみたい ものであ る。而しこん

な所にも出張所 とい う観念の物指とは
少しず れがあるという ことを主張する
職員の面目躍如たるものを 感じるので

あ る。

前 列 右 か ら　 市 川 文 子 、 三 浦 正 男
須 田 君 江

後列右から　朝比美都子、中野〓ル
鹿倉義壽、伊藤敬子

中 井 秀 子

区役所に凱歌上る!

第3 回 足 立 区 官 公 衙 野 球 大 会

去る9月16日から開かれた第3回足
立区官公衙野球大会は連日熱戦を展開
し9月22日区役所、水道局、専売

局、職業安定所の四チームにより準決
勝及び決勝が行われ、事実上の決勝戦

とみられた区役所対安定所の準決勝に

おける熱斗は延長13回の末3A―2

で区役所に凱歌があがり、水道局との
決勝に区役所は楽勝して初の覇権を獲
得した。( 写真は区役所チーム)

区議会日誌

9 月7 日 教 育 委 員 会 開 会

下 記 案 件 に つ い て 審 議 を 行 つ た 。

1 、 区 民 体 育 大 会 に つ い て

2 、 都 立 江 北 高 等 学 校 蒲 原 分 校 に つ

い て

3 、 区 立 養 護 学 園 条 例 制 定 に つ い て

4、各種請願書について

5 、 所 管 事 項 に つ い て

9 月8 日 総 務 財 務 合 同 委 員 会 開 会

下 記 案 件 に つ い て 審 議 を 行 つ た 。

1、東京都足立区特別区税条例制定

に つ い て

2、特別区競馬組合規約制定につい

て

3、請願書について

9 月18 日 建 築 委 員 会 開 会

下 記 案 件 に つ い て 審 議 を 行 つ た 。

1、建築展示会について

2 、 用 途 地 域 に つ い て

9 月19 日 厚 生 委 員 会 開 会

下 記 案 件 に つ い て 審 議 を 行 つ た 。

1、本年度共同募金運動実施につい

て

2、生業資金貸付事務状況について

委員会終了後本木民生館及び梅田民

生事務所で区民要保護世帯の実態調

査を行つた。

基 本 選 挙 人 名 簿 に つ い て

◎ 昭和26年の基本選挙人名簿を新

ら し く 作 成 し ま す 。 こ の 基 本 選 挙

人 名 簿 に 登 載 さ れ る 方 は 次 の 各 項

に あ て は ま る 方 で す

★ 日 本 国 民 で 昭 和5 年12 月21 日

前 に 生 れ た 者

★都の23区内に昭和25年6月1

6日以前から住んでいる者

★ 昭 和25 年9 月15 日 現 在 で 足 立

区 に 居 住 し て い る 者

◎ 今年の6月に行われた参議院選挙

のとき基本名簿補充名簿に登載さ

れなかつた者で足立区で新たに選

挙権の発生した者は申告して下さい

… 上 記 の 名 簿 で登 載 さ れた 者 で も …

★ 病 院 等 に 入 院 中 の 者

★ 配 給 を 現 住所 で 受 取 つ て い る 者

★ ま だ 引 揚 て 来 な い 者

は 必 らず 申 告 して 下 さ い

申 告 書 … 各 出 張 所 又 は 当 委 員 会 に

あ り ま す

申告先… 各出張所又は当委員会

申告期限… 10月15日まで

( 足立区選挙管理委員会)


